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太
郎
地
区
に
あ
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１
０
０

年
以
上
の
古
民
家
。太
郎
農

村
交
流
施
設
と
し
て
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
、ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス『
ゆ
び
と
や
』と
し

て
オ
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ン
し
ま
す
。宿
泊

の
他
、イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
ご
利
用
さ
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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12
月
定
例
会
は
11
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
条
例
制
定
１
件
、
条
例
改
正
３

件
、
補
正
予
算
１
件
、
専
決
処
分
２
件
、
議
員
提
出
の
意
見
書
１
件
な
ど
が
審
議

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
決
定
し
ま
し
た
。

■
条
例

・
川
場
村
行
政
財
産
使
用
料
条
例�

　
　

川
場
村
行
政
財
産
の
使
用
料
を
明
確
化
す
る
も
の�

（
全
員
賛
成
）

・
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例�

　
　

令
和
３
年
12
月
に
支
給
す
る
村
長
の
給
料
に
つ
い
て
、
給
料
月
額
の
１

０
０
分
の
10
を
減
額
す
る
規
定
の
追
加
に
よ
る
も
の�
（
全
員
賛
成
）

・
川
場
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

　
　

健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額

に
つ
い
て
、
産
科
医
療
保
障
制
度
の
掛
け
金
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
出
産
育
児
一
時
金
40
万
４
千
円
を
40
万
８
千
円
に
引
き
上
げ
、
支
給
総

額
を
維
持
す
る
も
の�

（
全
員
賛
成
）

・
川
場
村
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

　
　

川
場
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
処
理
能
力
を
上
回
る
汚
水
が
流
入
し
て
お
り
、

処
理
能
力
の
増
加
を
図
る
た
め
、
料
金
改
定
を
行
い
、
維
持
す
る
も
の

�

（
全
員
賛
成
）

第
５
回
議
会
　

12
月
定
例
会
　
11
月
30
日（
火
）～
12
月
10
日（
金
）

今回の
注目

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
・
福
祉
を
確
立
し
国
民
の

い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め
の
意
見
書
を
国
に
対
し
て
提
出

■
補
正
予
算

・
令
和
３
年
度
川
場
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
億
２
６
０
３
万
４
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
46
億
２
１
９
３
万
１

千
円
と
す
る
も
の�

（
全
員
賛
成
）

■
専
決
処
分

・
令
和
３
年
度
川
場
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
　

愛
郷
ぐ
ん
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
し
た
地
域
ク
ー
ポ
ン
券
等
の
付
与

事
業
費
補
助
金
の
交
付
を
受
け
、
観
光
誘
客
促
進
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、

専
決
処
分
し
た
も
の�

（
全
員
賛
成
）

・
令
和
３
年
度
川
場
村
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　

水
道
台
帳
の
誤
記
に
よ
り
、
新
た
に
水
道
管
の
埋
設
が
必
要
と
な
っ
た

た
め
、
専
決
処
分
し
た
も
の�

（
全
員
賛
成
）

■
陳
情

・
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
・
福
祉
を
確
立
し
国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を

守
る
た
め
の
国
に
対
す
る
意
見
書
を
求
め
る
陳
情
書

　
　

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
・
福
祉
を
確
立
し
国
民
の
い
の
ち
と
健
康

を
守
る
た
め
、
国
に
対
し
て
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
も
の�

（
全
員
賛
成
）

■
発
議

・
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
・
福
祉
を
確
立
し
国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を

守
る
た
め
の
意
見
書

　
　

国
に
対
し
て
意
見
書
を
付
け
て
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
３
名
に
提
出
す
る

も
の　
　

�

（
全
員
賛
成
）

飯
塚
議
員

川
場
村
議
会
の
議
員

の
定
数
は
、
平
成
19

年
に
12
人
か
ら
10
人
へ
と
削
減
さ

れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
削

減
さ
れ
た
理
由
は
、
人
口
の
減
少

や
行
財
政
改
革
に
よ
る
も
の
と

伺
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
人
口
の

減
少
が
見
込
ま
れ
る
少
子
高
齢
化

社
会
に
向
か
う
中
で
、
社
会
経
済

情
勢
も
大
き
く
変
革
す
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
川
場
村
議

会
の
議
員
の
定
数
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
考
え
を
お
持
ち
で
す

か
。

村
長

地
方
議
会
で
は
、
近
年
議

員
の
な
り
手
不
足
が
指
摘

さ
れ
て
い
て
、
定
数
に
満
た
な
く

再
選
挙
が
行
わ
れ
る
地
方
自
治
体

も
あ
り
ま
す
。
本
村
に
お
い
て
も

そ
の
可
能
性
を
否
定
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

県
内
の
町
村
議
員
の
平
均
年
齢

は
64
歳
で
、
60
、
70
歳
代
で
73
％

を
占
め
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま

す
。
60
歳
未
満
の
議
員
が
少
な
い

こ
と
は
、
働
き
盛
り
の
方
に
と
っ

て
参
画
し
た
く
て
も
で
き
な
い
現

実
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
を
改
善
す
る
に
は
、
議
員
の
処

遇
改
善
や
議
会
の
在
り
方
も
現
代

社
会
の
実
情
に
合
わ
せ
て
見
直
し

も
必
要
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
議
会
の
存
在
意
識
を
十
分

に
発
揮
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
も
考
え
ま
す
。

　

議
員
定
数
に
関
し
ま
し
て
は
、

第
一
義
的
に
議
会
に
お
い
て
十
分

な
議
論
に
よ
り
方
向
性
を
示
し
、

村
民
や
関
係
者
と
の
議
論
に
よ
り

決
定
さ
れ
る
も
の
と
理
解
を
し
て

い
ま
す
。

飯
塚
議
員

見
直
し
の
時
期
等
に

つ
い
て
、
村
長
の
考

え
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

村
長

議
員
皆
様
に
議
員
協
議
会

等
々
、
十
分
議
論
を
し
て

い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
こ
の
次
の
改
選
が
来

年
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
頃
が
１

つ
の
時
期
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

社
会
経
済
情
勢
も
変
革
し
よ
う
と
す
る
中

川
場
村
議
会
の
議
員
の
定
数
ど
う
な
る
？
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黒
田
議
員

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

村
長

12
月
か
ら
利
根
沼
田
医
療
機
関

で
医
療
従
事
者
の
接
種
を
開
始

す
る
予
定
で
す
。
２
回
目
の
接
種
か
ら

原
則
８
か
月
経
過
し
た
18
歳
以
上
の
村

民
を
対
象
の
３
回
目
接
種
は
、
来
年
４

月
上
旬
か
ら
月
に
４
日
程
度
で
初
回
接

種
と
同
様
に
、
川
場
村
保
健
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
接
種
日
時
を
割
り
当
て
る
方

法
で
進
め
る
予
定
で
す
。
個
別
接
種
は

医
療
機
関
と
調
整
中
で
す
。

黒
田
議
員

新
年
度
に
向
け
コ
ロ
ナ
禍

の
経
済
対
策
に
つ
い
て
は
。

村
長

今
年
度
と
同
様
に
国
の
交
付
金

事
業
を
中
心
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

過
去
に
実
施
を
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
発
行
事
業
は
、
地
域
経
済
を
牽
引

す
る
意
味
か
ら
も
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率
の

上
乗
せ
や
発
行
枚
数
の
増
刷
な
ど
、
で

き
得
る
限
り
の
経
済
対
策
を
実
施
し
た

い
。

黒
田
議
員

変
異
株
に
よ
り
、
３
回
目

接
種
は
前
倒
し
に
な
ら
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。　

村
長

１
月
、
２
月
は
一
番
雪
が
あ
り
、

お
年
寄
り
が
保
健
セ
ン
タ
ー
に

来
る
の
に
転
倒
す
る
な
ど
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
以
外
の
危
険
性
も
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
雪
が
溶
け
る
４
月
以

降
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
注
：
こ
の
質
問
と
答
弁
は
12
月
定
例
会
時
点
の

　
　  

も
の
で
す
。）

産
業
を
創
出
し
産
業
と
し
て
成
り
立
つ

よ
う
努
力
し
ま
す
。

　

⑶
鳥
獣
害
対
策
、
環
境
の
保
全
＝
猿

の
被
害
対
策
と
し
て
、
大
型
囲
い
わ
な

を
平
成
27
年
に
谷
地
上
界
戸
地
内
に
設

置
し
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
地
域
住

民
の
協
力
に
よ
り
、
毎
年
電
気
柵
等
を

設
置
。
特
に
近
年
設
置
を
し
て
い
る
金

網
柵
は
、
鹿
の
侵
入
も
防
ぐ
効
果
を
上

げ
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
の
課
題
が
、

ヤ
マ
ビ
ル
の
生
息
域
が
年
々
広
が
り
、

森
林
整
備
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ス
ポ
ー

ツ
、
観
光
へ
の
障
害
に
な
る
の
で
対
策

を
進
め
ま
す
。
不
法
投
棄
に
よ
る
環
境

問
題
は
、
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
や
職

員
に
よ
る
毎
月
１
回
の
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
、
住
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
た
取
組
を
実
施
。
ク
リ
ー
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
は
、
幅
広
い
世
代
の
方
が

参
加
、
環
境
教
育
の
１
つ
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

⑷
社
会
保
障
の
充
実
＝
近
年
出
生
さ

れ
る
お
子
さ
ん
が
15
人
程
度
に
減
少

し
、
子
育
て
支
援
対
策
と
し
て
、
川
場

村
子
育
て
支
援
金
支
給
条
例
、
本
年
３

月
に
一
部
改
正
し
、
第
５
子
以
降
を
出

産
す
る
家
庭
へ
の
経
済
的
援
助
を
手
厚

く
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
り
、
保
健
・
健
康
づ
く
り
、

高
齢
者
教
室
、
子
育
て
教
室
、
民
生
児

童
委
員
さ
ん
が
行
う
サ
ロ
ン
な
ど
が
中

止
と
な
り
、
思
う
よ
う
な
事
業
実
施
が

で
き
て
い
な
い
現
状
で
す
。

　

⑸
グ
ロ
ー
バ
ル
対
応
を
前
提
と
し
た

地
域
特
性
、
環
境
、
文
化
、
産
業
の
情

報
体
系
の
構
築
＝
村
の
情
報
発
信
の
拠

点
と
し
て
川
場
田
園
プ
ラ
ザ
で
は
敷
地

内
全
域
で
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
整
備
、

店
舗
で
は
、
コ
ロ
ナ
対
応
と
し
て
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
メ
ニ
ュ
ー
の
閲
覧
シ
ス
テ

ム
を
導
入
。
役
場
新
庁
舎
の
案
内
表
示

な
ど
も
、
多
言
語
表
示
や
ピ
ク
ト
グ
ラ

ム
の
活
用
な
ど
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

⑹
教
育
・
文
化
の
発
展
＝
本
村
の
全

て
の
子
供
が
明
る
く
元
気
で
、
健
や
か

に
成
長
し
、
ふ
る
さ
と
に
自
信
と
誇
り

を
持
て
る
学
校
教
育
の
充
実
を
図
り
、

村
民
誰
も
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
必
要

な
と
き
に
学
ん
だ
り
、
気
軽
に
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
ん
だ
り
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
環
境
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
令
和
７
年
４
月
に
開
校
予
定

の
小
中
一
貫
校
に
向
け
て
、
こ
の
４
月

よ
り
小
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
で
学
校
運
営

協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
学
校
や
家
庭
、

地
域
が
連
携
し
情
報
共
有
を
行
い
、
よ

り
一
層
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
と
な
る

よ
う
活
発
な
話
合
い
を
進
め
て
い
ま

す
。
新
た
に
建
設
さ
れ
る
図
書
館
に
つ

い
て
は
、
村
民
皆
様
に
と
っ
て
快
適
な

学
び
の
場
と
な
る
よ
う
村
の
学
習
館
建

設
専
門
委
員
会
に
お
い
て
、
現
在
検
討

を
し
て
い
ま
す
。

　

⑺
地
域
経
済
活
性
の
聖
地
と
し
て
発

展
＝
田
園
プ
ラ
ザ
川
場
事
業
は
、
道
の

駅
で
あ
り
農
業
や
観
光
、
情
報
発
信
な

ど
を
包
括
し
、
地
域
経
済
活
性
の
聖
地

の
役
割
に
近
い
存
在
で
す
。
新
拠
点
で

は
、
企
業
や
大
学
の
サ
テ
ラ
イ
ト
拠
点

や
創
業
支
援
施
設
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
施
設
等
の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま

す
。　

黒
田
議
員

ソ
フ
ト
事
業
の
展
開
に
つ

い
て
は
。

村
長

総
合
計
画
に
う
た
っ
て
い
る
地

域
経
済
活
性
教
育
や
地
域
リ
ー

ダ
ー
教
育
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、

そ
れ
を
可
能
に
す
る
シ
ス
テ
ム
開
発
に

値
す
る
も
の
の
実
現
に
向
け
、
ま
だ
ま

だ
時
間
も
必
要
で
す
。
ノ
ウ
ハ
ウ
や
地

域
に
も
習
得
す
る
た
め
の
産
学
官
連
携

も
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
が
、
着
実
に
取

組
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

川
場
村
総
合
計
画
は
、
行
政
運
営
の

最
上
位
計
画
で
あ
り
、
住
民
全
体
で
共

有
す
る
将
来
目
標
や
施
策
を
示
し
た
も

の
で
す
。
10
年
間
の
長
期
計
画
の
た
め
、

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
多
様
化
す
る

住
民
ニ
ー
ズ
な
ど
、
様
々
な
課
題
に
的

確
に
対
応
す
る
た
め
に
計
画
内
容
の
見

直
し
も
必
要
と
な
り
ま
す
。　

黒
田
議
員

地
域
経
済
活
性
化
の
た
め

に
は
、
農
業
や
観
光
、
道

の
駅
と
い
う
産
業
に
限
定
せ
ず
、
川
場

学
や
人
材
育
成
が
生
か
さ
れ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
、
こ
れ
ら
全
て
を
包

括
し
た
総
合
的
な
戦
略
が
求
め
ら
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

村
長

現
在
、
川
場
村
の
年
間
の
出
生

は
15
人
程
度
で
、
小
学
校
、
中

学
校
と
一
学
年
が
30
人
前
後
で
す
。
小

中
一
貫
校
に
し
て
９
年
の
間
に
川
場
の

良
い
と
こ
ろ
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
を

し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
て
、
い
ず
れ
は

川
場
に
帰
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
仕

組
み
づ
く
り
を
し
な
い
と
、
川
場
村
も

滅
び
て
し
ま
う
の
で
、
新
規
拠
点
構
想
、

小
中
一
貫
校
開
校
を
進
め
る
中
で
、

し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
は
？

�  黒田まり子�  村政を問う 般一 問質

川
場
村
第
４
次
総
合
計
画
の
取
り
組
み
状
況

黒
田
議
員

川
場
村
第
４
次
総
合
計
画

は
10
年
計
画
の
後
半
に
入

り
ま
し
た
。
目
標
に
挙
げ
た
７
つ
の
項

目
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
と
課
題
は
。

村
長

⑴
健
全
な
行
財
政
運
営
＝
第
一

に
見
え
る
化
し
、
乏
し
い
自
主

財
源
を
有
効
、
計
画
性
を
持
っ
て
将
来

に
負
担
を
残
さ
な
い
財
政
運
営
は
、
村

民
か
ら
負
託
を
受
け
た
私
の
最
大
の
使

命
で
す
。
役
場
庁
舎
建
設
計
画
な
ど
各

種
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
村
民

が
村
づ
く
り
に
参
画
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
職
員
の
育
成
を
重
要
課
題
と

し
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に

努
め
、
そ
の
こ
と
が
村
民
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
も
連
動
す
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

⑵
自
然
環
境
を
生
か
し
た
産
業
の
育

成
＝
ブ
ラ
ン
ド
米
の
雪
ほ
た
か
や
リ
ン

ゴ
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
の
果
実
、
多

品
種
の
野
菜
生
産
を
進
め
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
森
林
の
資
源
の
活
用
は
平
成

28
年
に
間
伐
材
を
活
用
し
た
製
材
施
設

を
整
備
、
一
次
加
工
の
製
材
の
ほ
か
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
廃
熱
を
利
用

し
苺
栽
培
、
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進

め
る
な
ど
、
木
材
を
活
用
し
た
新
た
な

片品村みなかみ町

川場村

昭和村

沼田市

ひと
・まち・しごと
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陳情を審査　１件を採択
　
本
陳
情
の
趣
旨
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
感
染
拡
大
は
、
経
済
活
動
や

国
民
生
活
に
も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
、

医
療
を
は
じ
め
と
し
た
社
会
保
障
や
社
会

福
祉
体
制
の
脆
弱
さ
を
鮮
明
に
し
て
、
国

民
の
命
と
健
康
が
脅
か
さ
れ
る
事
態
が
広

が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
感
染
症
対
応
の
経
験
か
ら
明
ら
か

に
な
っ
た
こ
と
は
、
感
染
症
対
策
を
中
心

的
に
担
う
公
立
・
公
的
病
院
の
役
割
の
重

要
性
、
感
染
症
病
棟
や
集
中
治
療
室
の
大

幅
な
不
足
、
医
師
、
看
護
師
、
介
護
職
員

の
人
員
不
足
、
保
健
所
・
保
健
師
の
不
足

な
ど
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
私
た
ち
は
医
療
・

介
護
・
福
祉
を
は
じ
め
と
し
た
社
会
保
障

拡
充
の
重
要
性
を
経
験
し
ま
し
た
。
国
民

の
い
の
ち
と
健
康
、
暮
ら
し
を
守
り
、
新

た
な
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
大
規
模
災
害
な

ど
の
事
態
に
備
え
る
こ
と
が
国
民
に
対
す

る
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
国
に
対
す
る
意
見
書
を
提

出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
内
容
の
陳

情
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
陳
情
趣
旨
と
同
様
の
陳
情

書
が
令
和
２
年
12
月
に
も
提
出
さ
れ
て
お

り
、
引
き
続
き
陳
情
を
し
て
い
き
た
い
と

の
こ
と
で
す
。

審
査
を
行
っ
た
結
果

・
安
全
・
安
心
の
医
療
介
護
・
福
祉
提
供

体
制
を
確
保
す
る
こ
と
。

・
保
健
所
の
増
設
な
ど
公
衆
衛
生
行
政
の

体
制
を
拡
充
し
、
保
健
師
等
を
大
幅
に

増
員
す
る
こ
と
。

・
社
会
保
障
・
社
会
福
祉
に
か
か
わ
る
国

庫
負
担
を
増
額
し
、
75
歳
以
上
の
窓
口

負
担
２
倍
化
を
中
止
す
る
な
ど
国
民
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
等
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
で
は
、
慎
重
な
審
査
の
結
果
、

全
会
一
致
に
よ
り
採
択
と
し
、
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

　過去５年間陳情個所を確認し、実施済が 11 か所あり、残り 14 か所については危険度、費用対
効果等を考慮し、予算の付き次第着手していきたいと担当課長の説明でした。

総務文教常任委員会

産業振興常任委員会

村内の陳情個所事業実施状況調査を実施

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
・
福
祉
を
確
立
し
国
民
の
い
の
ち
と
健

康
を
守
る
た
め
の
国
に
対
す
る
意
見
を
求
め
る
陳
情
書
に
つ
い
て
、

審
査
い
た
し
ま
し
た
。
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令和３年度　第１回川場村子ども議会

未来の川場村を支える中学生議員が村政を問う
　子ども議会の目的は、議会の仕組みや運営方法を実体験して理解を深めること、そして今後の村を担
う中学生の視点と発想に基づく村づくりのための考えを、村政運営に取り入れようとするものです。

　今回出席した中学生議員は２７
名。執行部と議会事務局職員も出席
し、現実の議事進行方法に沿って日
程が進められました。外山村長と角
田文雄議長のあいさつの後、６名の
議員から質問がなされました。
　中学生ならではの視点からの提案
は、村づくりに直結するものばかり
で、大変感心し、その上、年々質問
レベルの向上に驚かされてます。

令和３年１１月１９日（金）

第４０回 全日本小学校バンドフェスティバルの激励
開催日：令和３年１１月２０日（土）
場　所：大阪城ホール

　今年も大阪城ホールにおいて全日本小学校バンドフェスティバルが開催されました。連続１０回目の
出場を果たした川場小学校金管バンド「川場キッズ」の子ども達のために議会から角田文雄議長と黒田
まり子総務文教常任委員長が激励に伺いました。

　この大会のために毎日遅くまで練習を積み重ねた子ども達、総勢２２人と少人数ながらも他の学校に
負けない迫力で演奏してくれました。



順不同

川場村議会には10名の議員がいます。このコーナーでは各人の近況や主張などをお届けします。メッセージの
内容にはあえて公私の垣根も設けず、ジャンルも規定しません。少しでも身近に感じていただければ幸いです。
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●
津
久
井
俊
雄
●�

　

第
６
波
の
コ
ロ
ナ
禍
の
報
道
に
心
身
が

疲
れ
、
自
粛
し
た
冬
ご
も
り
が
続
い
て
い

る
。
そ
れ
で
も
お
正
月
で
ほ
ん
の
り
和
ら

げ
ら
れ
て
、
い
よ
い
よ
大
寒
に
入
っ
た
。
漬
け
込
ん
だ
白

菜
や
タ
ク
ア
ン
等
、
漬
物
の
封
切
で
あ
る
。
筍
、
キ
ュ
ウ

リ
、
な
す
、
み
ょ
う
が
、
梅
は
生
の
ま
ま
塩
漬
け
。
葉
菜

類
、
イ
ン
ゲ
ン
、
栗
な
ど
は
さ
っ
と
茹
で
業
務
用
冷
凍
庫

の
中
。
ね
ぎ
、
大
根
、
人
参
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
玉
ね
ぎ
は

米
袋
に
入
れ
倉
庫
で
越
冬
。
寒
風
に
さ
ら
し
た
切
り
干
し

大
根
、
鷹
の
爪
は
網
袋
で
軒
に
つ
る
し
た
。
こ
れ
は
戦
前

戦
後
食
糧
難
を
経
験
し
た
老
婆
の
知
恵
。
３
密
、
消
毒
を

徹
底
し
、
今
年
こ
そ
コ
ロ
ナ
禍
を
克
服
し
て
よ
い
年
に
。

●
角
田
宣
治
●�

　

冬
の
最
後
を
締
め
く
く
る
大
寒
も
過
ぎ

れ
ば
、
立
春
を
迎
え
春
の
始
ま
り
で
す
。

畑
や
田
仕
事
の
下
準
備
も
日
増
し
に
忙
し

く
な
る
時
期
を
向
か
え
ま
す
が
、
冬
眠
中
の
身
体
に
ス

イ
ッ
チ
が
入
る
の
は
、
も
う
少
し
先
な
の
か
な
？
「
天
神

城
下
の
蛍
舞
」
の
栽
培
も
、
私
案
を
分
析
し
、
目
標
を
ク

リ
ア
ー
し
た
い
も
の
で
す
。

●
小
菅
秋
雄
●�

　

最
近
、
山
林
や
庭
木
の
松
枯
れ
が
目

立
っ
て
き
て
い
る
。
原
因
は
マ
ツ
ノ
マ
ダ

ラ
カ
ミ
キ
リ
の
幼
虫
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン

チ
ュ
ウ
が
木
の
中
に
入
り
込
み
養
分
を
吸
い
取
る
結
果
だ

そ
う
だ
。
対
処
法
は
薬
剤
注
入
・
薬
剤
散
布
し
か
な
い
よ

う
で
あ
る
。
今
か
ら
40
〜
50
年
前
で
は
庭
先
に
あ
で
や
か

な
ダ
リ
ヤ
の
花
が
咲
き
誇
っ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
が
そ

れ
も
い
つ
し
か
消
え
て
し
ま
っ
た
。
次
は
ど
ん
な
木
や
草

花
が
無
く
な
っ
て
い
く
の
か
心
配
で
あ
る
。

●
飯
塚
貞
次
●�

　

今
年
の
干
支
は
「
寅
」
で
す
。
自
身
６

回
目
の
干
支
を
迎
え
る
事
に
な
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
世
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

年
を
と
っ
て
も
そ
れ
な
り
に
「
と
ら
イ
！
」
し
続
け
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

●
丸
山
敏
雄
●�

　

年
末
か
ら
降
り
続
い
た
雪
は
、
元
旦
の

風
景
を
白
銀
の
世
界
へ
と
変
え
て
く
れ
た
。

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
合
間
を
縫
っ

て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ

人
々
に
夢
と
希
望
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
。
ま
た
、
変

化
を
遂
げ
た
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
世
界
の
人
々
に
不
安
を
与

え
て
い
る
。

　

今
年
は
、
こ
の
困
難
を
克
服
し
不
安
の
な
い
足
掛
か
り

の
１
年
に
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
。

●
細
谷
市
衛
●�

　

53
年
ぶ
り
の
学
校
林
防
火
線
作
業
を
川

場
中
生
徒
と
行
い
ま
し
た
。
な
つ
か
し
い

思
い
出
の
中
、
作
業
が
で
き
て
生
徒
た
ち

も
頑
張
り
ま
し
た
。
原
木
も
立
派
な
木
に
な
っ
て
お
り
、

今
後
も
生
徒
た
ち
が
学
校
林
防
火
線
作
業
を
経
験
し
、
思

い
出
を
残
し
立
派
に
成
長
し
て
ほ
し
い
。
心
か
ら
お
祈
り

し
て
い
ま
す
。

●
星
野
孝
之
●�

　

ハ
ロ
ー
２
０
２
２
年　

　

生
ま
れ
て
も
う
す
ぐ
半
世
紀
。
何
か
に

夢
中
に
な
っ
て
、
自
分
の
理
想
を
追
い
求

め
続
け
る
。
そ
ん
な
人
生
を
過
ご
せ
た
ら
最
高
。
人
生
は

や
り
た
い
事
を
や
り
尽
く
す
た
め
に
あ
る
と
思
う
。
川
場

村
と
と
も
に
成
功
と
や
り
が
い
に
満
ち
た
年
に
な
り
ま
す

よ
う
に
。

●
黒
田
ま
り
子
●�

　

中
国
旧
暦
に
基
づ
く
祝
日
の
旧
正
月
は

毎
年
日
付
が
違
い
、
２
０
２
２
年
の
旧
正

月
は
２
月
１
日
に
あ
た
る
よ
う
で
す
。
旧

正
月
を
中
国
は
「
春
節
」、
韓
国
は
「
ソ
ル
ラ
ル
」、
ベ
ト

ナ
ム
は
「
テ
ト
」
お
国
柄
で
祝
い
方
は
違
う
け
れ
ど
家
族

や
親
戚
が
集
ま
っ
て
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
る
と
こ
ろ
は

日
本
と
同
じ
で
す
ね
。
２
０
２
２
年
、
世
界
中
で
コ
ロ
ナ

を
気
に
せ
ず
暮
ら
せ
る
よ
う
に
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

●
新
木
敏
郎
●�

　

知
人
が
売
り
に
出
し
て
い
た
土
地
が
売

れ
、
今
夏
に
は
Ｎ
市
か
ら
一
世
帯
が
移
住

す
る
。
元
は
桑
畑
だ
っ
た
土
地
が
耕
作
放

棄
地
と
な
り
、
野
菜
畑
で
復
帰
、
そ
し
て
宅
地
へ
。
紆
余

曲
折
を
経
て
変
身
し
た
。「
人
間
に
限
ら
ず
万
事
塞
翁
が

馬
」
と
つ
く
づ
く
思
う
。

●
角
田
文
雄
●�

　

１
年
間
お
疲
れ
様
。
自
分
な
り
に
一
生

懸
命
働
き
、
適
度
に
遊
び
充
実
し
た
１
年

で
し
た
。
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
風
邪
な
ど
を
ひ
か
な
い

為
に
も
、
う
が
い
や
手
洗
い
、
マ
ス
ク
な
ど
で
予
防
し
て

下
さ
い
。
人
間
、
健
康
で
あ
る
こ
と
が
一
番
の
幸
せ
か
な

と
思
い
ま
す
。
私
は
厚
生
労
働
省
で
掲
げ
る「
健
康
寿
命
」

の
年
に
な
り
ま
し
た
。
村
民
の
皆
さ
ん
、
川
場
村
を
素
晴

ら
し
い
む
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

議会の動き

11月　� 　

	 ３日	 新世紀記念事業タイムカプセル開封式

			  世田谷・川場縁組協定４０周年記念講演会

		  総務文教常任委員会

	１０日	 川場田園プラザ取締役会

	１５日	 利根郡町村議会議長会定例会

			  利根沼田広域圏整備組合定例議員協議会

		  利根沼田学校組合議員協議会

	１８日	 議会運営協議会

	１９日	 第1回川場村子ども議会

１９日・２０日　小学校バンドフェスティバル全国大会

	２２日	 上下水道運営協議会

	２４日	 利根沼田広域市町村圏振興整備組合議会定例会

		  沼田市外二箇村清掃組合定例会

	２８日	 世田谷区・川場村 縁組協定４０周年記念式典

		  及びシンポジウム

	３０日	 川場スキー場開き

		  全員協議会

		  第５回議会定例会（初日）

12月　� 　

	 １日	 川場村社会福協議会理事会

	 ３日	 第５回議会定例会

		  総務・文教常任委員会

		  産業振興常任委員会

	１０日	 第５回議会定例会（最終日）

		  議会広報特別委員会

	１４日	 川場村健康づくり推進協議会

1月　� 　

	 ５日	 上毛新聞社新年交歓会

		  群馬県議会新春交流会

	 ８日	 川場村消防団出初め式

		  川場村新年祝賀式

	 ９日	 川場村成人式

		  どんど焼き

	１３日	 コロナウイルス感染症対策本部会議

	１４日	 群馬県町村議会議長会理事会

	１７日	 議会広報特別委員会

		  利根郡町村議会議長会定例会

			  利根沼田広域圏整備組合定例議員協議会

	２１日	 川場中学校立志式

		  コロナウイルス感染症対策本部会議

２５日～２７日　利根郡議長会県外視察研修（中止）

１． 職員の懲戒処分、村長の給与減額について
２． 太陽光発電施設の行政財産の使用について
３． 新型コロナ対策第３回目のワクチン接種について
４． 庁舎建設の入札期間及び今後の日程について
５． 田園プラザビール工房の増築について
６． 水道事業特別会計補正予算の専決処分について
7． 川場村下水道条例の一部を改正する条例について
8． イングリッシュキャンプ事業の報告について

令和３年１１月３０日（火）全員協議会を開催し、村長・副村長・教育長及び担当

課長から次のとおり事前に説明を受け、本会議ではこれらについて慎重に審議いた

しました。

川場村議会
全員協議会

田園プラザ ビール工房



　

川
場
村
鳥
獣
害
対

策
実
施
隊
は
平
成
24

年
よ
り
、
村
内
に
生

息
す
る
鳥
獣
に
よ
る

農
林
業
等
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
組
織

さ
れ
ま
し
た
。
実
施
隊
は
川
場
村
猟
友
会
に

所
属
し
て
お
り
、
第
一
種
及
び
第
二
種
（
銃

猟
）
の
免
許
を
持
つ
方
で
あ
れ
ば
三
年
継
続

す
る
か
、
わ
な
猟
の
免
許
を
持
つ
方
で
あ
れ

ば
所
属
し
た
と
き
か
ら
村
長
の
委
嘱
を
請
け

る
こ
と
で
、
任
命
さ
れ
ま
す
。
隊
員
は
現
在

20
名
ほ
ど
で
、
村
長
ご
自
身
も
実
施
隊
と
し

て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
３
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、

村
内
の
農
作
物
被
害
を
防
除
す
る
た
め
に
罠

等
を
仕
掛
け
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
、

サ
ル
な
ど
を
捕
獲
し
ま
す
。

　

昨
年
度
で
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
50
頭
、
サ
ル

が
20
頭
ほ
ど
捕
獲
さ
れ
て
お
り
、
前
年
と
比

べ
る
と
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、

豚
コ
レ
ラ
の
流
行
に
よ
り
野
生
イ
ノ
シ
シ
の

数
は
減
少
し
て
お
り
、
14
頭
ほ
ど
の
捕
獲
と

な
り
ま
し
た
。

　

農
作
物
を
守
る
た
め
に
は
、
実
施
隊
の
活

動
の
み
な
ら
ず
、
地
域
住
民
の
皆
様
の
ご
協

力
も
不
可
欠
で
す
。
電
気
柵
、
金
網
柵
の
設

置
を
始
め
、
追
い
払
い
用
花
火
な
ど
の
対
策

や
、
狩
猟
免
許
を
取
る
、
と
い
う
選
択
肢
も

考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

川
場
村
の
す
べ
て
の
方
々
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
微
力
な
が
ら
奮
励
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、

な
に
と
ぞ
ご
理

解
、
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

２
０
２
２
年
の
節
分
は
２
月
３

日
で
す
。
節
分
は
邪
気
を
払
い
無

病
息
災
を
願
う
行
事
で
す
が
今
年

も
「
コ
ロ
ナ
退
散
！
」
と
大
き
な

声
で
叫
ぶ
人
が
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
世
界
を
覆
う
コ
ロ

ナ
危
機
が
早
く
終
わ
る
事
を
祈
る

ば
か
り
で
す
。　

二
十
四
節
気
で
は
節
分
が
過
ぎ

る
と
立
春
か
ら
雨
水
へ
と
な
り
ま

す
が
、
川
場
村
の
２
月
は
ま
だ
ま

だ
厳
し
い
寒
さ
が
続
き
体
調
を
崩

し
や
す
い
季
節
で
す
。
暖
か
く
し

て
笑
顔
で
無
病
息
災
、
立
春
以
降

に
初
め
て
吹
く
強
い
南
風
「
春
一

番
」楽
し
み
に
過
ご
し
た
い
で
す
。

そ
の
頃
に
は
、
陽
だ
ま
り
に
福

寿
草
が
咲
き
出
し
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。
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